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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第１四半期 428 △18.0 △163 － △164 － △164 －

2021年９月期第１四半期 521 － △3 － △16 － △14 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第１四半期 △14.07 －

2021年９月期第１四半期 △1.31 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第１四半期 1,993 974 48.9

2021年９月期 1,727 1,114 64.5

（参考）自己資本 2022年９月期第１四半期 974百万円 2021年９月期 1,113百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年９月期 －

2022年９月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,810 △6.6 △764 － △770 － △772 － △66.43

１．2022年９月期第１四半期の業績（2021年10月１日～2021年12月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年９月期の業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期１Ｑ 11,738,404株 2021年９月期 11,627,804株

②  期末自己株式数 2022年９月期１Ｑ 161株 2021年９月期 121株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期１Ｑ 11,701,376株 2021年９月期１Ｑ 11,055,196株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社の事業環境は、依然新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）の影響を受けており、2021年９月末で

の緊急事態宣言解除によって飲食店への客足が一定程度回復したものの、引き続き先行きは不透明な状態にあり

ます。この様な状況下、FRM（Fan Relationship Managementの略称）については、当第１四半期累計期間である

2021年10月から12月において月平均新規参画店舗数は329件となりました。これは、通常時の月平均新規参画店

舗数が約500件であることを踏まえると、COVID-19の先行きが依然不透明なことから飲食店の販促意欲が未だ回

復途上にあることを示している結果となっております。また、解約については居酒屋チェーンなどを代表とする

大手法人向けトライアル契約において、店舗閉店等によるイレギュラー解約が発生したことにより前事業年度末

から当第１四半期会計期間末において参画店舗数は445件が減少し、7,905件となりました。一方で、2021年11月

末から12月末にかけての参画店舗数については、12月の新規参画店舗数が好調であったことから、約45件程度の

純増となっております。尚、月次単位で参画店舗数が純増となったのは2020年12月以来であり、これはCOVID-19

影響下であっても緊急事態宣言解除等により外部環境が改善し、飲食店への客足が回復することで、一定程度の

新規参画店舗数が担保できれば、それに伴い参画店舗数全体も増加する傾向があることを示していると考えてお

ります。

広告コンテンツについては、2020年４月に発令された緊急事態宣言以降、広告単価の下落による影響が引き続

き生じております。ユーザー数についても2021年９月末での緊急事態宣言解除により一定程度回復傾向にあるも

のの、COVID-19影響前との比較では未だ完全に回復したとは言えない状況となっております。

上記の結果として、当第１四半期累計期間における売上高は428百万円（前年同期比18.0%減）となりました。

費用面では、2021年９月期通期決算説明資料にて開示している開発体制及び飲食店販売チャネルの強化を目的

として開発人員及び営業人員の採用を進めた結果、売上原価は188百万円（前年同期比17.9%増）、販売費及び一

般管理費は403百万円（前年同期比10.4%増）となりました。

また、新型コロナウイルス特別貸付に係る利子補給金等により営業外収益１百万円（前年同期比126.5%増）、

支払利息等により営業外費用１百万円（前年同期比87.6%減）を計上しております。

上記の結果として、当第１四半期累計期間における営業損失は163百万円（前年同期は３百万円の営業損

失）、経常損失は164百万円（前年同期は16百万円の経常損失）、四半期純損失は164百万円（前年同期は14百万

円の四半期純損失）となりました。

当社は実名型グルメプラットフォーム「Retty」運営事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記

載は省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は1,696百万円となり、前事業年度末に比べ273百万円増加いたし

ました。これは主に、銀行借入の実施によって現金及び預金が396百万円増加したことや販売代理店に対する

販売手数料の前払が減少したこと等によって前払費用が58百万円減少したこと、また売掛金が50百万円減少し

たことによるものです。また、当第１四半期会計期間末における固定資産は297百万円となり、前事業年度末

に比べ７百万円減少いたしました。これは主に、販売代理店に対する販売手数料の長期前払が縮小したことに

より長期前払費用が８百万円減少したことによるものです。

上記の結果として、総資産は1,993百万円となり、前事業年度末に比べ266百万円増加いたしました。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は757百万円となり、前事業年度末に比べ423百万円増加いたしま

した。これは主に、銀行借入の実施によって短期借入金が446百万円増加したことによるものです。また、当

第１四半期会計期間末における固定負債は262百万円となり、前事業年度末に比べ17百万円減少いたしまし

た。これは、長期借入金の内、一部が１年内返済予定の長期借入金へ振り替えられたことにより、長期借入金

が17百万円減少したことによるものです。

上記の結果として、総負債は1,019百万円となり、前事業年度末に比べ405百万円増加いたしました。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は974百万円となり、前事業年度末に比べ139百万円減少いたしま

した。これは主に、当第１四半期累計期間において四半期純損失164百万円を計上したことにより利益剰余金

が164百万円減少したことによるものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年11月11日に「2021年９月期決算短信〔日本基準〕（非連結）」にて公表いたしました通期の業績予想に

変更はありません。通期の業績予想にはCOVID-19による影響を織り込んでおり、当第１四半期累計期間にも

COVID-19による影響はございましたが、現時点では業績予想の範囲内であると考えております。しかしながら不

確定要素が多く存在することから、今後業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示します。なお、当

該業績予想については、2022年春頃より飲食店の販促意欲が回復し、当社の新規参画店舗数もそれに伴い回復す

るという前提を置いております。
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自2020年10月１日 至2020年12月31日）

当社は、2020年10月30日をもって東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場に当たり、2020年10

月29日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行200,000株により、資

本金及び資本剰余金がそれぞれ108,560千円増加しております。

また、2020年12月２日を払込期日とする第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者

割当）による新株式の発行722,700株により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ392,281千円増加しております。

この結果、当第１四半期累計期間における新株予約権の行使による新株式の発行を含めて、当第１四半期会計

期間末において資本金が596,724千円、資本剰余金が1,160,004千円となっております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自2021年10月１日 至2021年12月31日）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響

もありません。

時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影

響はありません。
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（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用して

おります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、実名型グルメプラットフォーム「Retty」運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。
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